
抽出された要素

明確なつなぎ役の設置が必要
前提・・・専門職は協働を前提とした専門職ではなく、

多職種連携教育を十分には受けていない

現状・・・個々のケースに必要な際に多職種が連携し

一つの対象の支援を行う事が出来る

地域包括ケアシステムの構築に向けて・・・

多職種の役割・専門分野を相互に理解する

連携し、協働関係を構築し、地域を支える事の社会的意義、

時代のニーズ、住民の願いを理解できるよう促し続ける事が必要
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抽出された要素

地域全体の実態を把握する総監督 ＝行政

・統計データに基づく住民の実情

・住民ニーズ

・地域資源やその動き(人・物・情報・資金)

・今後の想定される地域変化

(正・負の変化)

・全国や周囲地域との偏差



これからの 在宅医療推進事業

平成25年度より

地域医療再生基金等を活用し、

市町村が主体となって、

医師会等医療関係者と連携し、

都道府県の支援・助言も得つつ、

医療と介護の連携拠点機能を設置し

地域の活性化を行う

19



在宅医療連携拠点事業所 活動紹介

Ⅰ 秋田県

横手市地域包括支援センター

Ⅱ 岩手県 釜石市

Ⅲ 東京都 板橋区医師会

Ⅳ 福岡県 宗像医師会(むーみんネット)

20



担当部署は横手市直轄の地域包括支援センター

主要メンバーは包括支援センタースタッフ

横手市役所

各課より2名ずつ選出し

チームを形成し対応

21

平成24年度 在宅医療連携拠点事業 北海道・北東北
ブロック活動発表会資料．P5．

http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/pdf/renkeikyoten/201
3/201301_02_block/01012025.pdf.
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平成24年度 在宅医療連携拠点事業 北海道・北東北ブロック活動発表会資料．P9．
http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/pdf/renkeikyoten/2013/201301_02_block/01012025.pdf.

地域包括支援センターは
住民との関わりを得意として

おり、
個別のケースに基づいた
個々の多職種との連絡・

調整も得意とする
その強みを活かし、

プロジェクトチームが事業所
全件へ挨拶に回り、

地域に求められている
生活を包括した多職種の

連携体制構築に関する説明と、
横手市が目指す方向性への

理解を促した



横手市のここがすごい！！

秋田県全体の地域医療再生計画に連動し、横手市も地域再編において、

より住民に近い立場として住民にとって暮らしやすい地域に向けて、

市の方向性を打ち出す ＝ 行政間 での連携

→ 都道府県と 市行政の政策が連動しなければ住民は混乱する

平成24年度 在宅医療連携拠点事業
北海道・北東北ブロック活動発表会
資料．P5．

http://www.ncgg.go.jp/zaitaku1/pdf/ren
keikyoten/2013/201301_02_block/01012025
.pdf.


